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　「企業家精神」と「三面鏡経営」と
は、かつての反省を踏まえ、目先
の利益ばかりにとらわれることな
く、企業としての精神や理念、経営
哲学などを大切にしようという原
点回帰の提言です。特に、「三面鏡
経営」では、「資本市場（株主）」「従
業員（雇用）」「社会」という3つの価
値を鏡と考え、常に自らの姿を映
し、経営のバランスをとることで
企業としての社会的責任をまっと
うすることを説いています。
　そして、今回の提言の主軸で
もある「5つのジャパン・ニュー
ディール」は、「少子高齢化社会」

「環境」「水資源」「食」「ICT」という
5つの切り口で、社会に貢献できる
新たな事業創出の方向性を提唱し
たものです。これらはいずれも、日
本が世界の先頭に立ってリーダー
シップを発揮できるテーマでもあ
ります。夢のある新事業の創出を
通して、雇用の安定や適正な利益
配分を行い、再び層の厚い中産階
級を育てることで、「好循環型社
会」の実現を目指します。

　また、5つのニューディールには、
それぞれオレンジ・ニューディー
ル、グリーン・ニューディール、ブ
ルー・ニューディールなどのカラー
イメージを付加し、明るさや分かり
やすさを演出しています。そもそも
提言とは未来への希望を示すもの
であり、人々を元気にし、モチベー
ションを高めるものでなくてはな
りません。まずは、経営者が勇気を
出して一歩を踏み出し、それに公的
な後押しが加わり、さまざまな知恵
が集まれば、勢いが生まれ良い循環
が始まるはずです。 今は、とにかく
新たな成長産業を興さなくてはな
らない時であり、恐れずにチャレン
ジできる環境づくりや雰囲気づく
りも大切だと考えます。
　現在、社会の大きな変革期を迎
えており、自分だけが儲かればよ
いという発想では今の不況を乗り
越えることは不可能です。みんな
が助け合って課題を解決できる社
会にならなければなりません。「5
つのジャパン・ニューディール」
は、大きな課題に向かってみんな
が力を結集できる非常によいきっ
かけになると考えています。
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　世界的な景気後退のなかで、日
本がもう一度活力を取り戻すに
は、経営者自身が「自らの社会的
責任の重さ」を自覚し、持続可能
な「好循環型社会」の構築へ勇気
ある一歩を踏み出さなくてはな
りません。
　「好循環型社会」とは、企業の経
営努力の成果を従業員に手厚く
配分することで豊かな中産階級
を創出し、その旺盛な消費によっ
て、企業をさらに発展させる経済
社会のことです。かつて日本の高
度経済成長も、こうした層の厚い
中産階級によって支えられてき
ました。しかしバブル崩壊以降、
経営の軸足の置き方や就労構造
が激変した結果、中産階級の二極
化による格差社会が生まれ、かつ
ての好循環が崩壊の危機を迎え
ています。
　そこで今回の提言では、「企業
家精神」「三面鏡経営」「5つのジャ
パン・ニューディール」をキー
ワードに、「好循環型社会」の再構
築へ向けた道筋を示しました。

「好循環型社会」を再構築し、
健全で持続的成長可能な日本社会を取り戻す
格差社会から
層の厚い中産階級社会へ

新たな成長産業の創出へ
経営者が勇気を持って
立ち上がろう
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